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（整理番号） 湘南地域農業改良普及センター提案機関名
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※記入不要

施設野菜の高所作業の省力化のための移動台車の開発要望問題

【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等） 】要望問題の内容

施設のトマト、キュウリの栽培での仕立て方法は、誘引線による立体栽培がほとんどであ
る。誘引線の高さは１８０㎝程度であり、整枝、誘引、ホルモン処理、摘果実収穫の作業の
うち高所（１６０㎝以上）の作業は、コンテナやビールのプラ箱を踏み台として使用して
いる。踏み台の移動に際しては乗り降りが必要で、踏み台移動に係る体力消耗や作業の繁雑
さが、労働生産性の低下につながっている。
そこで、乗り降りしないで、移動可能な、人力移動式作業台車の開発を臨んでいる。

県下のイチゴを除く施設野菜栽培農家数 約５００戸
代表的な作型における台車の必要な時期 ３～７月（半促成トマト）

９～１２月（抑制トマト）

予想される省力効果（見込み） 半促成 トマト収穫時間 指標２６０時間→約２００時間
本圃管理 指標１３６時間→約１００時間

①１年以内○ ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内解決希望年限

①研究所対応 ②委託研究 ③共同研究○ ④その他研究対応区分

①農業総合研究所○（ ②根府川試験場 ③三浦試験場 ④津久井試験場 ）対応を希望す
⑤畜産研究所 ⑥水産総合研究所（ ⑦内水面試験場 ⑧相模湾試験場 ）る研究機関名
⑨自然環境保全センター

※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。

農業総合研究所回答機関名

部 署： 生産技術部

①実施 ②実施中 ③継続検討 ④実施済 ⑤調査指導対応 ⑥現地対応 ⑦実施不可対応区分

（①、②、④の場合）試験研究課題名

対応の内容等
トマト、キュウリ等の施設栽培において、高い位置の作業を行うための台車は他県や国等で

研究開発事例がありますので参考にして下さい。
なお、台車を現地に導入する際に必要なデータ取得（心拍数など作業性や作業姿勢）等があ

ればご協力します。
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